
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベルマークという言葉は皆様も聞いたことがあ

るかと思います。収集の御経験がある方も多いので

はないでしょうか。今回のみね新聞ではこの「ベル

マーク」について取り上げてまいります。 

ベルマークは、公益財団法人ベルマーク教育助成

財団により、1960 年にスタートしました。参加方

法は単純で、ベルマーク運動の協賛会社の商品に印

刷されているベルマークを収集し、財団に送付する

ことにより、１点１円として預金され、その預金で

協力会社から学校や団体の備品などの設備を購入

できる仕組みです。 

 

大和市議会議員  あかみね太一  
【プロフィール】沖縄県那覇市出身。昭和 55年 11月 27日生まれ。    

妻とダウン症の１０歳の娘、７歳の長男（福田小）と５歳の次男の５

人家族。桜ヶ丘在住。防災士としても活動を展開中。【討議資料】 

 政党や組織の支援を、一切受けずに大和市議会議員選挙に挑戦し二

期目の当選を果たす。一貫して議会改革に携わっており、現職議員で

は最長の経験を持つ議員となる。防災や障害者福祉政策に精通。 

【発行・連絡先】あかみね太一ｔｅｌ＆ｆａｘ ０４６－２６８－８３３０ 

〒242-0024 神奈川県大和市福田６－１３－１フジコーポ福田３０１ 

 

 

■ベルマークは１点→１円 
 

 

■ベルマーク収集の効果と課題 

 

 ベルマーク運動に参加できる団体は学校や幼稚園などのＰＴＡや大学、または公民館などの学習施設に限られて

おり、団体単位で参加するものですが、個人で収集し、これらの団体に寄付をすることで参加することができます。 

 PTAなどがベルマークで購入した学校用品などの備品は、その後、所属する学校に寄贈されることが一般的です。

さらに、購入代金の１割が協力会社からＰＴＡなどの団体を経由し財団に寄附され、生涯学習施設や特別支援学校、

僻地の学校支援などの教育援助活動に利用されるなど、教育支援活動としても成果を上げています。 

しかし、時代の流れとともに、学校施設の充実化や少子化、共働き世代の増加などにより、ベルマークを取り巻

く環境も変化をしてきました。 

ベルマークの収集活動への評価もさまざまなものがあり、メディアやインターネット上では「ベルマークの収集

や整理にかかる時間や労働対価を考えた場合、現金を寄附したほうが現実的」という意見や「そもそもベルマーク

を収集することが面倒である」「ベルマークを収集するために、同様の商品であっても、価格の高い協賛会社の商

品を購入せざるを得ない」などの意見があります。 

そこで、大和市教育委員会に対して、ベルマーク運動に対する考え方や効果と実績、課題について答弁を求め質

問を行いました。 
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「みねスクエア」とは、自由に意見交換を行う少人

数の座談会です。予約や連絡、参加費用は必要あり

ません。ぜひご気軽にご参加下さい。 
●第１０５回みねスクエア 
１０月２８日(日)１６：００～１７：００ 
場所：桜丘学習センター  １０２和室 
●第１０６回みねスクエア 
１１月２５日(日)１６：００～１７：００ 
場所：渋谷学習センター  ３０８会議室 
●第１０７回みねスクエア 
１２月２３日(日)１６：００～１７：００ 
場所：桜丘学習センター  ２０２講習室 
公務や学校等により日程が変更になる場合があ
ります。恐れ入りますが参加される際は SNSな
どでご確認下さい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

■市教委 児童生徒にとって役立つ制度 

 

 

出張防災講習を行います！ 

皆様からのご要望にお応えして、防災士の私が無料で出張防

災講習を行います。少人数でもかまいません。 

機材はこちらで用意いたします。気軽にお問い合わせ下さい。 

あわせて皆様からの様々なご意見をお待ちしております。 

ツイッター    ＠ａｋａｍｉｎｅｍｉｎｅ 

電話・Ｆａｘ    046-268-8330 

メールアドレス akamine1980@gmail.com 
（恐れ入りますが、不在も多いので、ｆａｘやメールのほうが助かります） 

大
変
お
手
数
で
す
が

六
十
二
円
切
手
を
お

貼
り
く
だ
さ
い
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私の質問に教育部長は「ベルマーク運動についてどのように考えているのか答弁する。ベルマーク収集活動に

は、ＰＴＡの独自の事業としての長い歴史があり、学校備品の充実につながるなど、児童生徒にとって大変役立っ

ている制度であると認識している」 

「市内小中学校におけるベルマーク収集活動の有無についてと、ベルマーク収集活動の効果と実績、課題につ

いては、現在、市内小学校では 19校のうち 16校、中学校では９校のうち４校が実施している。保護者や教職員か

らは、収集活動にはさまざまな苦労が伴うものの、ボランティアを募るなど、各ＰＴＡが工夫しながら取り組むことで、

体育マットや得点板等を購入し、学校の教育活動において利用することができ、大変助かっているとの声がある」 

「ベルマークの収集活動によってＰＴＡが購入した物品は、学校に寄贈していただいており、学校が備品として管

理している」と答弁をいただきました。 

ベルマーク運動の効果は明らかになりましたが、ＰＴＡの自主的な取り組みであることから、収集や

整理に関する負担や苦労などの声を上げづらい環境があるかもしれません。 

最近はスマホでも参加できる新たなベルマーク運動としてウエブベルマークも注目されており、家庭

や地域が参加しやすいベルマーク運動を選択できるようになりました。 

市教委に対しては、ＰＴＡの皆様の声に耳を傾けていただきながら、保護者の負担軽減を図りつつ、

無理のない範囲でゆっくりと活動を継続するなど、ベルマーク運動に参加しやすい環境をつくっていた

だくことを要望しました。 


